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日程 イベント名 時間 会場

4月
10日 金 女性とこどものケアルーム

10：00 ～11：30
美波町医療保健センター

13：00 ～15：00

24日 金 乳児・1 歳 6 か月児・3 歳児健診 個別にお知らせします 日和佐公民館

保健事業一覧 【お問い合わせ】健康増進課☎ 0884-77-3621

いきいき
健康情報

いきいきと健康的な生活を過
ごすため、美波町健康増進課
や福祉課による健康情報をご
紹介します。
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まず知ることから。新しい認知症観

知ろう。
「認知症観」

【お問い合わせ】地域包括支援センター☎ 0884-77-1171地域包括支援センター行事予定 ※申込は不要です。
日程 イベント名 時間 会場

5月 7日 木 リハビリ体操 13：30 ～ 15：00 由岐公民館

8日 金
手芸講座 13：30 ～ 15：30 日和佐公民館

健康相談 10：00 ～ 11：30 山河内公民館

11日 月 いきいき体操 13：30 ～ 15：00 由岐公民館

12日 火

ストレッチ教室 10：00 ～ 11：00 日和佐公民館

手芸講座 13：30 ～ 15：30 木岐公民館

脳若返り教室 14：00 ～ 15：０0 デイサービスセンター竜宮

13日 水
ノルディック・ウォーク 14：00 ～ 16：０0 日和佐公民館

健康相談 13：30 ～ 15：00 赤松基幹集落センター

14日 木 リハビリ体操 13：30 ～ 15：00 木岐公民館

15日 金 健康相談 15：00 ～ 15：30 伊座利漁港

19日 火
ストレッチ教室 10：00 ～ 11：00 日和佐公民館

健康相談 14：00 ～ 15：00 志和岐公民館

21日 木 いきいき体操 13：30 ～ 15：00 日和佐公民館

26日 火 ストレッチ教室 10：00 ～ 11：00 日和佐公民館

28日 木
リハビリ体操 13：30 ～ 15：00 日和佐公民館

健康相談 10：00 ～ 11：00 まったりcafé

29日 金 健康相談 13：30 ～ 14：30 木岐公民館

　「認知症」と聞くと、できないことが増えたり、生活
が大きく変わってしまう、そんな不安を感じる方も多
いと思います。しかし今、国が示している新しい考え
方では、認知症になっても、その人らしさは変わらず
に残り、できることや楽しめることも続けられるとされ
ています。これが 「新しい認知症観」です。

●みなさまへ
　あなたの理解とやさしさが、誰かの笑顔を守る力になります。  
　広報6月号では「認知症の人が暮らしやすい地域づくり」についてお届けします。

▶お問い合わせは、
　地域包括支援センター

までご連絡ください。
　☎ 0884-77-1171

　町では、皆様がいつまでも元気に自分らしく過ごせるよう、昨年度から引き続き、健康をテーマに
したミニ記事を掲載いたします。このコーナーでは、健診結果や日々の生活、体質・遺伝などについ
ても毎月情報をお届けします。健康づくりは、日々の小さな積み重ねから始まります。「最近、太って
きた？」「健診の結果のここが気になる」といった皆様のお声をもとに、解説していきます。まずは、
健診を受けていただき、自分のからだを知ることからはじめませんか？ご家族やご友人と一緒に、ぜひ
毎月チェックしてみてください。どうぞよろしくお願いいたします。

今月号から１年間、体や健診結果・生活についての情報をお届けします！
　安心して楽しく参加していただくため、つぎのことにご協力をお願いします。
▶体調をよく見てからご参加ください。
　次のような時は、無理をせずお休みしてください。
　①前の日にあまり眠れなかった  ②せき・熱などのカゼ症状がある  ③血圧がいつもより高い　
　④だるさ・しんどさ・ふらつきがある  ⑤「なんだか体調がちがう」と感じる　
▶水分補給をお忘れなく
　教室では、こまめに水分をとりましょう。のどが渇いてなくても、少しずつ飲むと安心です。

地域包括支援センターからのお願い

　地域包括支援セン
ターでは、みなさま
の健康づくりのため、
ストレッチ・運動・手
芸などの教室を行っ
ています。

●新しい認知症観ってどんなもの？
　「認知症になると、急に何もできなくなる」というイメージがありますが、実は
そうではありません。料理が好きな人は簡単な調理を続けられるかもしれません
し、散歩が好きな人は、習慣として外を歩くことを楽しめます。
　新しい認知症観は、“その人のできる部分”や“好きなこと”に目を向け、そ
の力を大切にしながら暮らしを続けていくという考え方です。

●本人の声を大事にする取り組み
　最近では、「本人ミーティング」という場が広がっています。これは、認知症の
ご本人が自分の思いや、「こうして暮らしたい」という気持ちを話し合える集まり
です。そこで出た声は、地域の支援のあり方に活かされています。美波町でも
取り組みを進めていく予定です。

●認知症は身近なものに
　2022年の調査では、認知症や軽度認知障害（MCI）を合わせた有病率が 27.8
％（およそ3人に1人） とされています。つまり、特別な人だけがなるものではなく、
どなたにとっても身近なことなのです。 
　だからこそ、認知症について知っておくことは、ご家族やご友人だけでなく、
ご自身のこれからの暮らしの安心にもつながります。

●やさしさでつくる地域の安心
　新しい認知症観が伝えたいのは、「認知症になっても地域の一員として、役割
を持ちながら暮らしていける」ということです。
　困っているように見える方に「大丈夫ですか？」と声をかけてみる。ゆっくり話
を聞く。そんな小さな関わりが、相手の不安を大きく和らげます。
　認知症の人も、支える人も、地域のみんなが安心して過ごせるまちづくりへ。
その一歩目は、“知ること” から始まります。


